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（Structure from Motion）やMVS（Multi View Stereo）
を応用した画像処理方法が実用化し，簡易な操作の
画像処理ソフトウェアが普及したことで，十分な標
定要素の得られない斜め写真からでも容易にある程
度の精度を持つ３Dモデルや正射画像が作成できる
ようになった。例えば，従来は，垂直写真が撮影で
きるまで天候の回復を待つ必要があった豪雨時の土
砂災害や洪水などの被災状況の撮影が，上空にある
程度の雲があっても雲の下の低高度から飛行機やヘ
リコプター，UAVなどで斜め写真の撮影ができれば，
地図に重なる正射画像に加工することができるよう
になり，撮影に要する時間が大幅に短縮された。2014
年8月の広島市の土砂災害でこの技術が初めて応用
され，発災当日に撮影された斜め空中写真から地図
に重ねた正射画像が作成され，現地災害対策本部に
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届けられて救助活動に活用された。また，2014年9
月の御嶽山の噴火災害に際しては，火山活動が活発
で御嶽山上空の飛行ができない状況の中，火口から
8kmの水平距離を確保しつつ円形に飛行し，斜め写
真の撮影を行い，正射画像に加工して現地で救助活
動にあたる隊員に届けられた。 
 
写真3 広島市の土砂災害被災地の斜め写真。 
写真4 斜め写真から作成された正射画像。 
図8 御嶽山噴火災害時の撮影コース。 
写真5 御嶽山噴火災害時の斜め写真。 
 
図9 斜め写真から作成された正射画像。 
 
3. 災害情報の提供に関する新技術 
 
3.1 地理院地図 
国土地理院では，2013年にウェブマッピング技術
を活用したウェブ地図「地理院地図」の提供を開始
した。その特徴のひとつは，さまざまな種類の地図
を重ね合わせて容易に選択し表示することができる
機能である。それ以降，国土地理院では，災害に関
する情報をすべて地理院地図上で重ね合わせて表示
することができるように提供を行っている。このこ
とで，災害前後の空中写真を比較して変化を把握し
たり，被災状況図を他の主題図と重ね合わせて災害
の背景となった要因を分析したりすることができる。
例えば，東北地方太平洋沖地震で著しい液状化が発
生した範囲がかつて沼であった範囲と一致するとい
ったことを容易に理解することができる。 
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 図10 広島市の土砂災害に関して土石流発生状況と
復旧活動状況，避難所等を地理院地図上で重ね合わ
せた地図。現地災害対策本部で活用された。 
 
図11 千葉県我孫子市布佐における東北地方太平洋
地震に伴う液状化発生状況。 
 
写真6 図11の地域について1947年に撮影された空
中写真。液状化が発生した範囲が沼であったことが
わかる。 
 
3.2 地理院地図３D 
 
 地理院地図のもうひとつの特徴として，容易に地
図を立体的に表示する機能が実装されていることが
あげられる。クリックひとつで表示されている地図
が三次元表示され，マウスで地形の視点を自由に動
かすことができる。通常の地図のほか，空中写真や
主題図なども立体表示することができる。また,その
データを３Dプリンタの出力用に変換することもで
きる。これにより，地形の特徴を容易に把握するこ
とが可能となり，地域の災害特性の理解に資するこ
とが期待できる。 
 
図12 地理院地図３Dで静岡上空からの鳥瞰図を表
示。 
 
写真7 熊本地震の土砂崩壊地の空中写真を３D表示。 
 
写真8 地理院地図３Dのデータから３Dプリンタで
作成した立体模型。 
 
注 
１．本稿に使用した図，写真はすべて国土地理院が
作成し，HP等で公開しているものである。 
２．だいち2号の観測データは，地震予知連絡会SAR
解析ワーキンググループ及び火山噴火予知連絡会衛
星解析グループを通して，JAXAから提供されたもの
である。解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA 
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